Actualities condition of nursing experience in a motherhood nursing training by 奥原 香織 et al.
Ⅰ　はじめに
　平成 25 年 10 月の推計人口（総務省統計局）によ
ると、わが国の人口は１億 2570 万 4 千名で、年少
人口（0～ 14 歳）は 12.9％と年々減少しているが、
老年人口（65 歳以上）は 25.1％と年々増加してい







17 年 1.26 から微増し、平成 25 年には 1.43 となっ
ている。長野県における合計特殊出生率をみると、
全国平均を上回り平成 17 年度 1.46 であったが、そ
の後はほぼ横ばい傾向で、平成24年（2012年）は1.51
と、全国の傾向と同様に微増している。一方、平成
13 年に約 2 万人だった出生数は漸減し、平成 24 年
には 16,661 名となっており 3）、本校が位置する松
本地域の出生数も、平成 13 年には約 2500 人であっ






































成 24 年度から 28 年度の学生を対象に、母性看護学実習でどのような経験ができているかその実態を明らか
にし、今後の母性看護学実習の効果的な学習方法について検討した。


























　平成 24 年 4 月から平成 28 年 12 月の 5年間
３．調査対象





































　平成 20 年度より母性看護学実習をしている A 病














　平成 24 年度（以下、2012 年とする）の学生は 40
名、平成 25 年度（以下、2013 年とする）は 43 名、
平成 26 年度（以下、2014 年とする）は 71 名、平
成 27 年度（以下、2015 年とする）は 46 名、平成
28 年度（以下、2016 年とする）は 57 名であった。






もと実施したのは、2012 年 27.5％（11 名）、2013
年 27.9％（12 名）、2014 年 28.1％（20 名）、2015
年 21.7％（10 名）、2016 年 26.4％（15 名）で、記
載なしは、2012 年 70.0％（28 名）、2013 年 67.4％（29
名）、2014 年 60.6％（43 名）、2015 年 54.3％（25 名）、
2016 年 50.9％（29 名）であった（p＝ 0.088）。
妊婦の腹囲測定を単独もしくは指導のもと実施し
たのは、2012 年 15.0％（6 名）、2013 年 16.3％（7
名）、2014 年 25.3 ％（18 名）、2015 年 15.2 ％（7
名）、2016 年 21.1％（12 名）で、記載なしは 2012
年 80.0％（32 名）、2013 年 76．7％（33 名）、2014
14 母性看護学実習における看護経験の実態
年 52.1％（37 名）、2015 年 52.2％（24 名）、2016




29.7％（19 人）、女子 25.3％（49 名）が単独もし
くは指導のもと実施しており、見学は男子 14.1％（9





　レオポルド触診法（図 2）は、2012 年から 2014
年までほぼ全員が単独もしくは指導のもと実施して
いたが、2015 年は 84.8％（39 名）、に減り、2016
年は 89.5％（51 名）と増加していた（p＝ 0.022）。
ノンストレステスト（図 3）は、2012 年、2013 年
では全員が単独もしくは指導のもと実施していた
が、2014 年は 67.7％（48 名）、2015 年 67.4％（31 名）、
2016 年 75.5％（43 名）であった（ｐ＝ 0.000）。
　トラウベ聴診器による児心音聴取（図 4）を単独
もしくは指導のもと実施したのは、2012 年 45.0％
（18 名）、2013 年 46.5％（20 名）、2014 年 21.1％
（15 名）、2015 年 15.2％（7名）、2016 年 28.1％（16
名）であり、記載なしが 2012 年 55.0％（22 名）、
2013 年 48.8％（21 名）、2014 年 76.1％（54 名）、










は 80.3％（155 人）で、見学は男子 10.9％（7名）、
女子 17.1％（33 名）であった。トラウベ聴診器に
よる児心音聴取を単独もしくは指導のもと実施した









　分娩第 1 期（図 5）を経験できたものは、2012
年 45.0％（18 名）、2013 年 32.5％（14 名）、2014
年が 42.3％（30 名）、2015 年が 54.3％（25 名）、
2016 年 38．7％（22名）であった（p＝ 0.305）。胎児・
胎盤の娩出（図 6）を経験できたものは、2012 年
22.5％（9 人）、2013 年 27.9％（12 名）、2014 年が
38.0％（27 名）、2015 年 54.3％（25 名）、2016 年
38.6％（22 名）であった（p ＝ 0.058）。産婦の受
け持ちができても分娩の見学ができなかった学生、
産婦の受け持ちはできなくても、分娩の見学だけで
きた学生がいた。分娩第 4 期（図 7）は、2012 年
12.5％（5 名）、2013 年 25.6％（11 名）、2014 年が
35.2％（25 名）、2015 年 41.3％（19 名）、2016 年
36.9％（21 名）であった（p＝ 0.229）。どの年度も、
分娩 1～ 4期の看護は約 6割の学生が経験できてい
なかったが有意差はなかった。
　男女別にみると、経験ありは、分娩第 1期は、男
子 31.3％（20 名）、女子 46.1％（88 名）、胎児・胎
盤の娩出は、男子23.5％（15名）、女子41.5％（80名）、
分娩第 4期は、男子 28.1％（18 名）、女子 32.6％（63
名）であった。胎児・胎盤の娩出で、経験の差がみ
られた（ｐ＝ 0.012）。
　病院別では、分娩第 1 期を経験できたのは、A 病
院は 46.1％（83 人）、B病院は 33.8％（26 人）であっ
た（ｐ＝ 0.031）。胎児・胎盤娩出を経験できたの
はA病院37.3％（67名）、B病院36.4％（28人）であっ
た（p＝ 0.929）。分娩第 4期は、A病院が 32.8％（54
名）、B病院は 28.6％（22 名）が経験できていた（ｐ




名）、2014 年 59.2％（42 名）、2015 年 54.4％（25 名）、
2016 年 63.2％（36 名）であった（p＝ 0.320）。
２）胎盤計測
　胎盤計測（図 8）は、2012 年 85.0％（34 人）、
2013 年 79.0％（34 名）、2014 年 90.1％（64 名）、










年 3 名、2016 年 3 名以外は実施できていた。
　子宮底長の計測を男女別にみると、男子 96.9％





授乳（図 10）を経験できたのは、2012 年 95.0％（38
名）、2013 年 74.4％（32 名）、2014 年 87.3％（62 名）、













　体重測定（図 11）は、2012 年 80.0％（32 名）、
2013 年 58.1％（25 名）、2014 年 54.9％（39 名）、
2015 年 80.4％（37 名）、2016 年 66.7％（38 名）が
単独もしくは指導のもと実施していた。また、見
学をしたものは 2012 年 15.0％（6 名）、2013 年
32.6％（14 名）、2014 年 33.8％（24 名）、2015 年
15.2％（7名）、2016 年 28.1％（16 名）であった（ｐ
＝ 0.003）。
　身長測定（図 12）を実施したのは、2012 年
25.0 ％（10 名）、2013 年 18.4 ％（8 名）、2014 年
21.1％（15 名）、2015 年 30.4％（14 名）、2016 年
21.1％（12 名）で、見学は、2012 年 30.0％（12 名）、
2013 年 37.2％（16 名）、2014 年 31.0％（22 名）、
2015 年 19.6％（9名）、2016 年 36.8％（21 名）であっ
た（p＝ 0.452）。
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　頭囲測定（図 13）は、2012 年 40.0％（16 名）、
2013 年 18.6 ％（8 ％）、2014 年 23.9 ％（17 名 ）、
2015 年 41.3％（19 名）、2016 年 29.9％（17 名）が
実施していた。また、見学は 2012 年 32.5％（13％）、
2013 年 37.2％（16 名）、2014 年 32.4％（23 名）、






　沐浴（図 14）は、見学のみが 2012 年 1 名、2014





実施したのは、2012 年 80.0％（32 名）、2013 年
93.0％（40 名）、2014 年 83.1％（59 名）、2015 年
89.3％（41 名）、2016 年 89.5％（51 名）で、記載
なしは、2012 年 7.5％（3名）、2014 年 7.0％（5名）、






導のもと実施したのは、2012 年 85.0％（34 名）、
2013 年 86.1％（37 名）、2014 年 57.7％（41 名）、
2015 年 39.2％（18 名）、2016 年 49.2％（28 名）で、
見学は、2012 年 15％（6名）、2013 年 14％（6名）、
2014 年 22.5％（16 名）、2015 年 21.7％（10 名）、
2016 年 19.3％（11 名）であった。2012・2013 年
の記載なしはいなかったが、2014 年以降は 14 ～
18 名と増加している。男女別では、単独もしくは
指導のもと実施したのは男子 59.4％（38 名）、女













　妊婦の子宮底長計測は 2012 年から 2016 年にかけ
て経験できない割合が減少している。これは主に見






































































































































































































４）松本市の出生数 推移（1995 年～ 2014 年の
 　 チャート）http://stckr.net/sd/p-20/
　　c-20202/col-A4101/（2017.1.8 参照）
５）母性看護学実習及び小児看護学実習における
臨地実習について http://www.ajha.or.jp/
topics/admininfo/pdf/2015/150908_8.pdf
（2017.1.8 参照）
６）山口雅子、山内栄子：母性看護学、大学教育実
　　践ジャーナル・第 5号，2007，p.29
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